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品種

R6年産種子で
参考とする
浸種日数目安

(水温10℃の場合)

コシヒカリ

ふくまる
ＳＬ

一番星

にじの
きらめき

14日間以上

ゆめひたち 12日間以上

その他主食
用品種及び
月の光

11日間以上

13日間以上

　茨
城
県
で
は
、地
域
農
業
の
振
興
や
担
い

手
育
成
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
農
業

者
を
、知
事
が
農
業
経
営
士
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。令
和
六
年
度
は
、管
内
か
ら
一
名

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　菅
野
氏
は
埼
玉
県
の
出
身
。農
業
経
営
士

の
も
と
で
一
年
間
研
修
後
、平
成
二
二
年
新

規
参
入
に
よ
り
常
陸
大
宮
市
に
就
農
、「
お
ひ

さ
ま
の
い
ち
ご
園
」を
経
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、六
品
種
を
二
五
ａ
栽
培
し
、庭
先
や

道
の
駅
で
の
販
売
の
他
、Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。奥
久
慈
い
ち
ご
経
営
研
究
会
の
会

長
も
務
め
て
お
り
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　近
年
、農
業
生
産
の
場
面
で
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、一
〇
月
、栽
培
が
増
え

て
い
る
枝
物
栽
培
で
、ド
ロ
ー
ン
活
用
の
可

能
性
を
探
る
た
め
、Ｊ
Ａ
常
陸
大
宮
農
機
セ

ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
全
農
い
ば
ら
き
農
業
機
械
課

と
協
力
し
て
、ド
ロ
ー
ン
現
地
検
討
会
を
開

　現
在
、
国
は
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
の
一
環
と
し
て

有
機
農
業
を
推
進
し
、
茨
城
県

も
有
機
農
業
推
進
計
画
の
も
と
、

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
管
内
で
も
常
陸

大
宮
市
が
、
令
和
五
年
一
一
月
、

県
内
で
初
め
て
と
な
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
普
及
セ
ン

タ
ー
で
も
、
市
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
栽
培
技
術
面
を
中
心

に
有
機
農
業
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　有
機
栽
培
は
化
学
農
薬
や
肥

料
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
た

め
、
通
常
と
は
異
な
る
栽
培
管

理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
、

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
陸
大

宮
市
で
有
機
農
業
に
取
り
組
む

四
法
人
等
に
対
し
、
県
の
研
究

機
関
と
も
連
携
し
、
有
機
栽
培

の
基
本
と
な
る
土
づ
く
り
や
太

陽
熱
処
理
な
ど
有
機
栽
培
す
る

上
で
必
要
な
技
術
の
指
導
や
、

水
田
で
の
生
育
調
査
、
収
穫
調

査
、
酸
化
還
元
電
位
の
測
定
、

水
位
セ
ン
サ
ー
の
設
置
等
実
証

ほ
設
置
に
よ
る
安
定
生
産
に
向

け
た
技
術
確
立
の
た
め
の
デ
ー

タ
収
集
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
有
機
農
業
の
す
そ
野

を
広
げ
る
た
め
、
令
和
五
年
か

ら
常
陸
大
宮
市
と
連
携
し
て
有

機
農
業
技
術
研
修
会
を
開
催
し
、

有
機
農
業
に
関
心
の
高
い
生
産

者
へ
の
技
術
・
知
識
支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
令

和
五
年
度
に
は
、Ｊ
Ａ
常
陸
大
宮

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
有
機
農
産

物
部
会
が
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
団
体

認
証
を
取
得
、
令
和
六
年
度
に

は
令
和
五
年
度
研
修
会
受
講
者

が
団
体
認
証
に
加
わ
る
な
ど
、

成
果
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　有
機
栽
培
さ
れ
た
米
や
野
菜

は
、
市
内
の
学
校
給
食
の
食
材

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

道
の
駅
常
陸
大
宮
〜
か
わ
プ
ラ

ザ
〜
の
有
機
栽
培
コ
ー
ナ
ー
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
（
有
機
栽

培
米
「
ゆ
う
き
凛
々
」
な
ど
）。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
有
機

農
業
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　令
和
五
年
産
水
稲
種
子
は
、
登
熟
期
間
の

高
温
に
よ
り
、
休
眠
が
例
年
よ
り
や
や
深
い

傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
出
芽
の
遅
れ
や
ば
ら

つ
き
が
発
生
し
ま
し
た
。
令
和
六
年
産
種
子

も
令
和
五
年
産
と
同
様
に
登
熟
期
に
高
温
に

遭
遇
し
た
た
め
、
出
芽
の
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
通
常
よ
り
長
め
の
浸
種
を
】

　左
表
の
と
お
り
浸
種
日
数
を
例
年
よ
り

も
長
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
浸
種
の
水
温

は
一
〇
度
か
ら
一
五
度
に
設
定
し
ま
す
。

水
温
が
高
い
と
出
芽
の
ば
ら
つ
き
の
原
因

と
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

【
出
芽
が
揃
わ
な
い
場
合
は
催
芽
の
延
長
を
】

　浸
種
終
了
後
、
水
温
三
〇
度
の
水
に
つ
け

る
催
芽
に
移
り
ま
す
。
通
常
一
日
で
種
子
が

少
し
出
芽
し
た
ハ
ト
胸
状
態
と
な
り
ま
す

が
、
出
芽
し
な
い
場
合
は
、
ハ
ト
胸
状
態
と

な
る
ま
で
催
芽
を
継
続
し
ま
す
。
催
芽
を
継

続
す
る
と
芽
や
根
が
伸
び
、
播
種
作
業
の
際

に
切
れ
て
し
ま
う
も
の
も
で
て
き
ま
す
が
、

そ
の
後
の
生
育
に
は
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、Ｊ
Ａ

常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
部

会
員
の
後
継
者
組
織
で
あ
る
Ｊ
Ａ

常
陸
大
子
町
り
ん
ご
青
年
部（
以
下
、青
年

部
）が
実
施
す
る
高
級
果
実
専
門
店「
京
橋
千

疋
屋
」と
の
取
引
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　青
年
部
で
は
、令
和
四
年
度
か
ら
蜜
入
り

が
多
く
良
食
味
の
品
種「
こ
う
と
く
」を「
京

橋
千
疋
屋
」へ
出
荷
し
、令
和
六
年
度
は
一
玉

一
二
九
六
円
と
高
値
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
取
組
を
生
産
と

販
売
の
両
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。生
産
面

で
は
、個
別
巡
回
や
勉
強
会
開
催
支
援
に
よ

り
、安
定
生
産
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

販
売
面
で
は
、果
実
の
選
果
や
Ｐ
Ｒ
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。令
和
六
年
度
に
は
幟
を
作

成
し
、「
京
橋
千
疋
屋
」と
の
取
引
を
各
直
売

所
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、口
コ
ミ
等
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

菅野 大志さん（44歳）
かんの　だいし

▲小学生による有機米の稲刈り体験

水
稲
種
子
の
浸
種
・

　
　催
芽
の
留
意
点

リ
ン
ゴ
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
取
組

リ
ン
ゴ
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
取
組

新
任
農
業
経
営
士
の
紹
介

▲産地のブランド力向上に取り組む青年部員ら
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催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
員

な
ど
一
一
名
が
参
加
し
、ウ
ン
リ
ュ
ウ
ヤ
ナ

ギ
ほ
場
に
て
、ド
ロ
ー
ン
で
水
散
布
を
実
演
、

散
布
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は「
枝
物
に

も
使
え
そ

う
」「
導

入

し
て
み
た

い
」な
ど
の

声
が
あ
が

り
、関
心
の

高
さ
が
う

か
が
え
ま

し
た
。

　「
常
陸
大
宮
５
Ｈ
ク
ラ
ブ
」は
、常
陸
大
宮

市
の
若
手
農
業
後
継
者
一
一
名
で
構
成
さ

れ
、経
営
感
覚
の
醸
成
や
地
域
を
盛
り
上
げ

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
横
浜
開
港
祭
に
出
店

　六
月
、他
県
Ｊ
Ａ
と
共
同
で
出
店
し
、ク

ラ
ブ
員
栽
培
の
野
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。他

県
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
の
交
流
も
広
が
り
ま
し

た
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組

　販
路
開
拓
や
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、本

年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。現
在
は
、今
後
の
商
品
づ
く
り
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

※

新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中

　和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。興

味
の
あ
る
方
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

▲散布実演の様子

有
機
農
業
の 

取
組
推
進

有
機
農
業
の 

取
組
推
進

県北農林事務所
X（旧Twitter）
いますぐフォロー

枝
物
で
ド
ロ
ー
ン
現
地
検
討
会
を
開
催

常
陸
大
宮
5
Ｈ
ク
ラ
ブ
本
年
度
の
取
組
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い
ま
す
（
有
機
栽

培
米
「
ゆ
う
き
凛
々
」
な
ど
）。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
有
機

農
業
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　令
和
五
年
産
水
稲
種
子
は
、
登
熟
期
間
の

高
温
に
よ
り
、
休
眠
が
例
年
よ
り
や
や
深
い

傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
出
芽
の
遅
れ
や
ば
ら

つ
き
が
発
生
し
ま
し
た
。
令
和
六
年
産
種
子

も
令
和
五
年
産
と
同
様
に
登
熟
期
に
高
温
に

遭
遇
し
た
た
め
、
出
芽
の
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
通
常
よ
り
長
め
の
浸
種
を
】

　左
表
の
と
お
り
浸
種
日
数
を
例
年
よ
り

も
長
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
浸
種
の
水
温

は
一
〇
度
か
ら
一
五
度
に
設
定
し
ま
す
。

水
温
が
高
い
と
出
芽
の
ば
ら
つ
き
の
原
因

と
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

【
出
芽
が
揃
わ
な
い
場
合
は
催
芽
の
延
長
を
】

　浸
種
終
了
後
、
水
温
三
〇
度
の
水
に
つ
け

る
催
芽
に
移
り
ま
す
。
通
常
一
日
で
種
子
が

少
し
出
芽
し
た
ハ
ト
胸
状
態
と
な
り
ま
す

が
、
出
芽
し
な
い
場
合
は
、
ハ
ト
胸
状
態
と

な
る
ま
で
催
芽
を
継
続
し
ま
す
。
催
芽
を
継

続
す
る
と
芽
や
根
が
伸
び
、
播
種
作
業
の
際

に
切
れ
て
し
ま
う
も
の
も
で
て
き
ま
す
が
、

そ
の
後
の
生
育
に
は
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、Ｊ
Ａ

常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
部

会
員
の
後
継
者
組
織
で
あ
る
Ｊ
Ａ

常
陸
大
子
町
り
ん
ご
青
年
部（
以
下
、青
年

部
）が
実
施
す
る
高
級
果
実
専
門
店「
京
橋
千

疋
屋
」と
の
取
引
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　青
年
部
で
は
、令
和
四
年
度
か
ら
蜜
入
り

が
多
く
良
食
味
の
品
種「
こ
う
と
く
」を「
京

橋
千
疋
屋
」へ
出
荷
し
、令
和
六
年
度
は
一
玉

一
二
九
六
円
と
高
値
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、本
取
組
を
生
産
と

販
売
の
両
面
で
支
援
し
て
い
ま
す
。生
産
面

で
は
、個
別
巡
回
や
勉
強
会
開
催
支
援
に
よ

り
、安
定
生
産
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

販
売
面
で
は
、果
実
の
選
果
や
Ｐ
Ｒ
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。令
和
六
年
度
に
は
幟
を
作

成
し
、「
京
橋
千
疋
屋
」と
の
取
引
を
各
直
売

所
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、口
コ
ミ
等
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

菅野 大志さん（44歳）
かんの　だいし

▲小学生による有機米の稲刈り体験

水
稲
種
子
の
浸
種
・

　
　催
芽
の
留
意
点

リ
ン
ゴ
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
取
組

リ
ン
ゴ
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
取
組

新
任
農
業
経
営
士
の
紹
介

▲産地のブランド力向上に取り組む青年部員ら

〒319-2255　茨城県常陸大宮市野中町3083-2
TEL. 0295-53-0116　FAX. 0295-53-1077
（大子駐在）〒319-3361  茨城県久慈郡大子町頃藤6690-1
TEL. 0295-74-0461　FAX. 0295-74-0769
ホームページ　常陸大宮地域農業改良普及センター ▲HP

催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
員

な
ど
一
一
名
が
参
加
し
、ウ
ン
リ
ュ
ウ
ヤ
ナ

ギ
ほ
場
に
て
、ド
ロ
ー
ン
で
水
散
布
を
実
演
、

散
布
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は「
枝
物
に

も
使
え
そ

う
」「
導

入

し
て
み
た

い
」な
ど
の

声
が
あ
が

り
、関
心
の

高
さ
が
う

か
が
え
ま

し
た
。

　「
常
陸
大
宮
５
Ｈ
ク
ラ
ブ
」は
、常
陸
大
宮

市
の
若
手
農
業
後
継
者
一
一
名
で
構
成
さ

れ
、経
営
感
覚
の
醸
成
や
地
域
を
盛
り
上
げ

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
横
浜
開
港
祭
に
出
店

　六
月
、他
県
Ｊ
Ａ
と
共
同
で
出
店
し
、ク

ラ
ブ
員
栽
培
の
野
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。他

県
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
の
交
流
も
広
が
り
ま
し

た
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組

　販
路
開
拓
や
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、本

年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。現
在
は
、今
後
の
商
品
づ
く
り
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

※

新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中

　和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。興

味
の
あ
る
方
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

▲散布実演の様子

有
機
農
業
の 

取
組
推
進

有
機
農
業
の 

取
組
推
進

県北農林事務所
X（旧Twitter）
いますぐフォロー

枝
物
で
ド
ロ
ー
ン
現
地
検
討
会
を
開
催

常
陸
大
宮
5
Ｈ
ク
ラ
ブ
本
年
度
の
取
組


